
 

№ 内容 改正法 概要 

1 

時間外労働の上限規制 労基法労安

法 

３６協定の上限法制化、月１００Ｈ、複数月８

０Ｈ(休日含め)年間７２０Ｈ(休日除く)まで可

能に、研究開発業務は適用外。 

２ 
60H 超えの時間外割

増率 

労基法 月 60H 超の時間外割増率 50%の中小企業適用

猶予を廃止（2023 年～） 

３ 年次有給休暇 労基法 年間 5 日は計画的に付与することを義務化 

４ フレックスタイム 労基法 清算期間を１ヶ月から３ヶ月に変更可能 

５ 労働時間把握 労安法 労働時間の把握の実効性確保 

６ 企画業務型裁量労働制 労基法 営業職などに適用拡大→削除 

７ 
勤務間インターバル 労働時間等

設定改善法 

勤務間インターバル制度の普及促進 

８ 
高度ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ制度 労基法 

労安法 

年収 1075 万円以上の高度専門職に労働時間規

制を除外 

９ 
産業医・産業保険機能

の強化 

労安法 

じん肺法 

衛生委員会に対し産業医からの勧告内容の報告

義務、産業医に対し必要な情報の提供 

１０ 

有期・ﾊﾟｰﾄ労働者の同

一労働同一賃金 

パート法 

労契法 

ﾊﾟｰﾄ法をﾊﾟｰﾄ・有期雇用労働法にしたうえ、労

契法 20 条を移行。労働者に対する待遇説明義

務。 

１１ 
派遣労働者に対する待

遇改善 

派遣法 派遣先との均等・均衡待遇か平均賃金確保のど

ちらかの義務付けと説明義務 

１２ 
雇用対策法改悪 雇用対策法 『生産性向上の促進』を加え、『多様な就業形態

の普及』を加える 
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【
秋
闘
の
目
的
は
】

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
で
は
、

秋
闘
の
目
的
は
賃
金
や
一

時
金
以
外
の
労
働
条
件
を

一
括
し
て
改
善
さ
せ
る
取

り
組
み
と
位
置
付
け
て
い

ま
す
。

ま
さ
に
、
私
た
ち
が
気

持
ち
よ
く
働
き
、
十
分
な

休
養
と
明
日
へ
の
や
る
気

を
生
み
だ
す
本
当
の
意
味

で
の
『
働
き
方
改
革
』
が

必
要
で
す
。

昨
年
６
月
に
国
会
で

「
働
き
方
改
革
一
括
法
案
」

が
成
立
し
、
１
９
年
４
月

か
ら
労
働
時
間
や
有
給
休

暇
な
ど
労
働
基
準
法
の
改

定
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
中
小
企
業
は
２
０
年
４

月
実
施
）

そ
こ
で
、
今
ま
で
と
ど
こ

が
変
わ
っ
た
の
か
？
ま
た

問
題
点
は
何
な
の
か
？
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

記
・
支
部
副
委
員
長

浅
岡
正
夫

国会で決まった『働き方改革』の概要

〒214－0021 川崎摩区宿河原６－２４（南武線・久地駅徒歩5分）



８
月
２
３
日
（
金
）
１
８
時
～

川
崎
市
総
合
自
治
会
館
に
て
、
三
和

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会
の
第
５
９

回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

急
な
出
張
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
１

名
を
除
き
全
員
参
加
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
川
崎
支
部
か
ら
は
、
浅
岡
・

矢
部
副
委
員
長
、
光
田
書
記
長
が
出

席
し
、
討
議
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

総
括
の
最
初
に
、
組
合
員
の
秦
野

さ
ん
（
技
術
部
）
が
な
く
な
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
、
冥
福
を
祈
り
ま
し

た
。１

年
間
の
活
動
の
総
括
報
告
、
今

後
１
年
間
の
方
針
提
案
、
決
算
報
告
、

会
計
監
査
報
告
、
予
算
提
案
が
行
わ

れ
、
全
て
全
員
一
致
で
、
承
認
・
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
新
役
員

選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

討
議
で
は

労
使
懇
談
会
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

報
告
と
職
場
情
勢
。

電
機
の
組
合
に
変
化
が
有
る
。

（
脱
退
し
た
人
が
い
る
。
や
め
る
と

い
う
人
も
い
る
。
一
時
金
の
妥
決
権

投
票
で
も
今
ま
で
に
な
く
反
対
が
出

て
い
る
。
組
合
の
中
で
意
見
が
出
し

や
す
く
な
っ
て
い
る
？
）

シ
ー
ル
ア
ン
ケ
ー
ト
や
緊
急
ア
ン

ケ
ー
ト
は
良
か
っ
た
。
緊
急
ア
ン
ケ
ー

ト
は
回
答
が
出
た
ら
す
ぐ
に
や
る
く

ら
い
の
方
が
良
い
。

方
針
案
の
「
一
時
金
を
年
２
回
に

分
け
て
要
求
す
る
か
、
討
議
し
て
い

く
」
事
に
つ
い
て
の
意
見
も
出
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
１
０
月
１
日
か
ら
神
奈
川

の
最
低
賃
金
が
９
８
３
円
か
ら
１
０

１
１
円
な
る
旨
の
報
告
も
あ
り
ま
し

た
。終

了
後
、
焼
き
肉
で
ご
苦
労
さ
ん

会
を
行
い
ま
し
た
。

新
役
員

執
行
委
員
長

澁
谷
久
美
（
生
産
管
理
部
）

副
執
行
委
員
長

細
谷
静
雄

書
記
長

細
谷
あ
つ
子
（
技
術
部
）

執
行
委
員

長
谷
川
清

小
林
正
一

会
計
監
査

渡
辺
雄
二
（
技
術
部
）

９
月
１
日
（
日
）
久
地
の
組
合
事

務
所
に
て
１
４:

３
０
か
ら
日
本
シ
ャ
ッ

タ
ー
分
会
の
定
期
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

参
加
者
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
分
会
の
静

岡
か
ら
梶
山
さ
ん
、
沼
津
か
ら
牛
木

さ
ん
、
東
京
本
社
か
ら
尾
崎
さ
ん
が

参
加
し
、
牛
木
さ
ん
は
日
曜
日
に
も

か
か
わ
ら
ず
午
前
中
シ
ャ
ッ
タ
ー
取

り
付
け
工
事
の
仕
事
を
し
て
か
ら
の

参
加
と
の
こ
と
ご
苦
労
様
で
す
。
ほ

か
の
参
加
者
は
石
田
さ
ん
、
今
野
さ

ん
、
光
田
さ
ん
、
そ
し
て
私
長
谷
川

の
７
名
で
し
た
。
矢
部
さ
ん
が
別
の

用
事
で
支
部
に
い
た
の
で
、
傍
聴
の

よ
う
な
感
じ
で
会
議
を
聞
い
て
い
ま

し
た
。

大
会
は
、
司
会
、
尾
崎
さ
ん
、
議

長
、
今
野
さ
ん
、
書
記
、
石
田
さ
ん

で
始
ま
り
、
総
括
報
告
案
と
活
動
方

針
が
提
案
さ
れ
、
討
論
の
中
で
、
土

曜
・
日
曜
日
出
勤
で
手
当
て
が
支
払

わ
れ
な
い
件
と
退
職
金
支
払
い
の
件

で
参
加
者
か
ら
か
な
り
色
々
な
発
言

が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
要
求
を
し
た

ら
よ
い
か
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
と

な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
決
算
報
告
、
会
計
監
査

報
告
、
予
算
案
提
案
と
順
調
に
進
み
、

役
員
選
挙
も
現
状
維
持
で
決
ま
り
、

予
定
し
て
い
た
時
間
を
若
干
オ
ー
バ
ー

し
て
、
懇
親
会
の
開
始
時
間
を
少
し

遅
れ
て
、
久
地
駅
前
の
居
酒
屋
さ
ん

で
２
時
間
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
懇
談

を
行
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

（２）

三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会

第
５
９
回
定
期
大
会
開
催細

谷
静
雄

記

日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
分
会

第
６
５
回
定
期
大
会

長
谷
川
清

記



（３）

第5回大山街道巡りのご案内
昨年5月よりスタートした大山街道巡りも半分まで歩きました。

年内にゴールを目指し、後半のスタート第5回大山街道巡りを行います。

途中からの参加でもＯＫです、皆さん是非参加してください。

日 時：9月28日(土曜日)

集合場所：長津田駅南口（ＪＲ）

集合時間：１０：００

歩行距離：約８Km

解散場所：鶴間駅(小田急線)

雨天中止、予備日は１０月5日(土)

連絡先 ：０９０－８８４６－１８１５(光田)

な
ん
ぶ
せ
ん

▼
台
風
１
５
号
は
、
千
葉
県
な
ど

に
暴
風
に
よ
る
家
屋
の
損
傷
・
停

電
・
断
水
被
害
が
広
範
囲
に
発
生

し
、
農
水
産
被
害
だ
け
で
も
１
９

３
億
円
以
上
に
上
っ
て
い
る
。

１
０
日
た
っ
て
も
５
万
戸
で
停
電

が
続
い
て
い
る
。
▼
友
人
の
実
家

が
鴨
川
市
に
あ
り
、
農
業
で
一
人

暮
ら
し
の
母
親
が
心
配
で
様
子
を

見
に
行
っ
た
そ
う
で
す
。
倒
木
で

道
路
が
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
通
行
止

め
、
通
常
の
二
倍
か
け
て
た
ど
り

着
い
た
そ
う
で
す
。
案
の
定
、
停

電
・
断
水
で
川
崎
ま
で
緊
急
避
難

し
た
そ
う
で
す
。
落
ち
着
い
た
ら
、

後
片
付
け
や
畑
の
手
入
れ
な
ど
、

し
ば
ら
く
手
伝
い
に
行
く
そ
う
で

す
。
▼
組
閣
の
た
め
に
責
任
者
が

不
明
で
対
策
が
遅
れ
た
安
倍
内
閣

と
被
害
の
把
握
や
県
職
員
の
派
遣

遅
れ
で
森
田
県
知
事
に
批
判
が
殺

到
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
▼
今
回

の
被
害
は
、
日
本
中
ど
こ
で
も
起

こ
り
得
る
災
害
で
す
。
国
・
自
治

体
含
め
た
根
本
的
な
対
策
が
急
が

れ
ま
す
。

（
シ
テ
ィ
ー
ボ
ー
イ
）

秋の１日のんびりと釣りでもしませんか？

『ブルーギル退治釣り大会』

日時：2019年10月13日(日) 8時3０分集合

集合場所：等々力フィッシングコーナー

場所：川崎等々力緑地釣り堀池

（ＪＲ武蔵小杉駅よりバスで約10分

等々力グランド入口下車）

入場料：大人750円 子ども200円

（餌代別 赤虫100円）（釣り竿、仕掛けは各人用意。

無い人は長谷川が３本ぐらいは用意します。）

優勝賞品：釣り堀隣のうどん屋にて

生ビール１杯無料進呈

２時間ぐらい釣りした後みんなで昼食で交流会でも

しましょう。

ブルーギルを一番沢山釣り上げた人が優勝

連絡先：090-8109-7682(長谷川清）



（４）

講師：川岸卓哉弁護士

内容：

あなたのワークライフバランスは

どうなっていますか？

～労働時間の抑制方法や

残業代の請求方法について～

日時：９月２６日（木）

１９時～２０時３０分

場所：てくのかわさき

時間：参加費 ３００円

主催：ＮＰＯ法人ワーカーズネットかわさき

後援：川崎市・川崎市教育委員会

緑陽苑分会 佐藤さん 解雇撤回・職場復帰

９
月
１
３
日
朝
、
緑
陽
苑

の
佐
藤
分
会
長
さ
ん
が
解
雇

撤
回
を
勝
ち
取
り
職
場
復
帰

し
ま
し
た
。

ま
だ
解
決
す
る
べ
き
多
く

の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
職

場
に
戻
り
解
決
を
図
る
こ
と

を
対
策
会
議
で
決
め
、
本
日

の
行
動
に
な
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。

緊
急
の
要
請
行
動
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
２
０
名
以
上

の
方
が
駆
け
付
け
、
門
前
送

り
出
し
行
動
が
行
わ
れ
、
佐

藤
さ
ん
は
笑
顔
で
元
気
に
職

場
に
入
っ
て
行
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
川
崎
支
部
か

ら
小
林
さ
ん
と
私
が
参
加
し

ま
し
た
。

【
矢
部
常
次

記
】

ワーカーズネットセミナー第2弾
基礎から学ぶ実践！ワークルール講座



「

１
０
月
か
ら
の
消
費
税

１
０
％
へ
の
増
税
は

仕
方
な
い
」
⁉

支
部
副
委
員
長

矢
部

消
費
税
増
税
ま
で
、
あ
と
２
週
間

と
な
る
中
で
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
マ

ス
コ
ミ
は
「
増
税
前
に
購
入
し
た
方

が
得
、
じ
っ
く
り
考
え
増
税
後
に
購

入
し
た
方
が
得
」
な
ど
ニ
ュ
ー
ス
番

組
が
多
い
で
す
。

９
月
始
め
「
新
内
閣
発
足
へ
“
山

積
“
す
る
課
題
国
民
の
視
線
は
？
」

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
で
消
費
増
税
「
軽
減

税
率
・
ポ
イ
ン
ト
還
元
」
に
つ
い
て

の
世
論
調
査
内
容
を
解
説
し
て
い
た
。

政
府
は
「
景
気
の
腰
折
れ
招
か
ぬ

よ
う
十
二
分
の
対
策
を
講
じ
る
」
専

門
家
は
「
将
来
不
安
の
払
拭
が
必
要

だ
」
と
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

９
月
１
５
日
川
崎
駅
の
ア

ゼ
リ
ア
入
口
で
「
税
と
社
会

保
障
の
一
体
改
革
」
撤
回
・

全
県
一
斉
宣
伝
行
動
が
神
奈

川
労
連
な
ど
の
実
行
委
員
会

で
行
わ
れ
、
私
、
浅
岡
さ
ん
、

小
林
さ
ん
３
名
で
参
加
し
て

き
ま
し
た
。

宣
伝
ビ
ラ
内
容
は
、
参
議

院
選
挙
で
、
消
費
税
を
す
す
め
る
与

党
が
多
数
を
占
め
ま
し
た
が
、
選
挙

で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
お
こ
な
っ
た
出
口
調
査

で
は
、
１
０
月
に
消
費
税
率
が
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
賛

成
」
が
４
３
％
「
反
対
」
が
５
７
％

で
し
た
。
消
費
税
に
反
対
の
人
で
も

２
９
％
の
人
が
自
民
党
に
投
票
し
た

と
答
え
て
い
ま
す
。

ま
た
ビ
ラ
に
は
「
政
府
は
、
社
会

保
障
の
た
め
に
消
費
税
を
上
げ
る
と

い
い
ま
す
が
、
医
療
・
介
護
の
負
担

増
を
す
す
め
て
い
ま
す
」

最
後
に

「
消
費
税
１
０
％
増
税
は
家
計
も
日

本
経
済
も
大
き
く
破
壊
す
る
こ
と
に

な
る
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

私
は
「
今
か
ら
で
も
中
止
で
き
る
」

と
声
を
大
に
し
て
宣
伝
し
ま
し
た
。

《
こ
の
ポ
ス
タ
ー
見
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん

か
？
・
・
・
署
名
し
て
い
る
の
は
私
で
す
。
》

憲
法
を
少
し
ず
つ
勉
強
し
な
が
ら

報
告
し
て
い
き
ま
す
。
間
違
え
て
い

た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

憲
法
に
は
何
が
書
か
れ
て
い
る
の

か
？

『
憲
法
に
は
「
統
治
の
あ
り
方
」
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
家
権

力
や
多
数
派
が
奪
え
な
い
平
和
や
人

権
と
い
っ
た
普
遍
的
な
価
値
が
書
き

と
め
ら
れ
て
い
る
』
（
伊
藤
真
著

「
赤
ペ
ン
チ
ェ
ッ
ク
自
民
党
憲
法
改

正
草
案
」
よ
り
）

ま
ず
は
憲
法
の
３
原
則
。
小
学
校

６
年
生
か
ら
中
学
校
く
ら
い
で
学
ん

だ
と
思
い
ま
す
が
、
「
国
民
主
権
」

「
平
和
主
義
」
「
基
本
的
人
権
の
尊

重
」
で
す
。
３
つ
覚
え
て
い
ま
し
た

か
。国

民
主
権
や
平
和
主
義
は
、
憲
法

前
文
で
宣
言
さ
れ
て
い
る
。

『
・
・
・
政
府
の
行
為
に
よ
つ
て
再

び
戦
争
の
惨
禍
が
起
る
こ
と
の
な
い

や
う
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
こ
こ

に
主
権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を
宣

言
し
、
こ
の
憲
法
を
確
定
す
る
。
そ

も
そ
も
国
政
は
、
国
民
の
厳
粛
な
信

託
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
権

威
は
国
民
に
由
来
し
、
そ
の
権
力
は

国
民
の
代
表
者
が
こ
れ
を
行
使
・
・
・
』

憲
法
本
文
で
は
、

国
民
主
権
は
、
第
一
章

天
皇
の

〔
天
皇
の
地
位
と
主
権
在
民
〕
第
一

条

『
天
皇
は
、
日
本
国
の
象
徴
で

あ
り
日
本
国
民
統
合
の
象
徴
で
あ
つ

て
、
こ
の
地
位
は
、
主
権
の
存
す
る

日
本
国
民
の
総
意
に
基
く
。
』

平
和
主
義
は
、
第
二
章

戦
争
の

放
棄
の
〔
戦
争
の
放
棄
と
戦
力
及
び

交
戦
権
の
否
認
〕
第
九
条

『
日
本

国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す

る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国

権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ

る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際

紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、

永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。

２

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、

陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ

を
保
持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権
は
、

こ
れ
を
認
め
な
い
。
』

「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」
は
次
回

ダ
メ
だ
、
固
す
ぎ
る
！

【
細
谷
静
雄

記
】

（５）

臨時国会で『増税中止法案』可決を

憲
法
シ
リ
ー
ズ
２

憲
法
の
３
原
則
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労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

クロスワードパズル 6502号 ヨコのカギ
① 江戸幕府が諸大名を定期的に江戸に参勤した。
⑥ これは２０世紀や長十郎がある。
⑦ 地域経済の発展を目指した都市。
⑪ 軽くて、耐食性、耐熱性に優れた金属。
⑫ まだ誰も到達・達成していないこと。
⑮ 地域の文化や経済を活性化させる事。
⑰現在用いられる言葉。
⑲ ♪〇〇は広いな大きいな･･･。
㉑ 奈良の公園で見かける動物。
㉒ 皮膚の表面につく汚れ。
㉓ イエメン南西部の港湾都市。
㉔ ヨーロッパ原産の大粒・浅緑色のブドウ。

タテのカギ
① 普通とは逆にした手の使い方。
② めったに手に入らない貴重な人材。
③ 水が個体になった。
④ 商品を陳列しておく場所。
⑤ 馬子にも〇〇〇〇。外見を良く見せる事。
⑧ 〇〇は災いの門。
⑨ 食べ物、飲み物「フルーツ〇〇〇」。
⑩ お手伝いさんは、通いとこれがある。
⑬ 亀の甲より〇〇の劫。
⑭ ♪〇〇〇〇の雨に打たれて･･。西田佐知子。
⑯ 栄誉のしるしとして授けられる冠。
⑱ くたびれること。〇〇〇が出る。
⑳ お母さんの略。
㉒ 夜の反対語は。
㉓ 木を見て〇〇を見ず。

応募方法
回答は葉書・FAX・メール・メモ。回答図は要りま
せん。当選者は５名まで。Ａから始まる二重線枠の
文字を使って言葉を作って下さい。
ヒントは“スポーツで有名になった人”です。

締切りは次回の発行まで。

当選者５名まで500円相当の図書カード・クオカー
ド・ビール券を商品としてお届けします。

（商品名を忘れずに！）

今後の日程
９月19日(木) 安倍9条改憲NO、安倍政権退陣9･19国会議員会館前行動

（衆議院第2議員会館前を中心に）18:30～ ／9.19東京地評争議支援総行動

20日(金) 川崎労連評議委員会(溝の口駅・高津市民館)18:30～

21日(土) 未組織宣伝(登戸駅)10:00～11:00／労働相談（支部事務所）13：00～

絵手紙教室（支部事務所）13：00～

25日(水) 第3回執行委員会（支部事務所）19：00～

緑陽苑解雇裁判 勝利報告＆総決起のつどい

（コミュニティハウス さくら）18：30～

26日(木) ワークルール講座講座３回目（てくのかわさき）19：00～

28日(土) 第5回目大山街道巡り(長津田駅10時)/労働相談（支部事務所）13：00

30日(月) ワーカーズネット街頭労働相談(溝の口駅)19:00～

10月02日(水) 秋闘回答指定日／第3回書記局会議（支部事務所）19：00～

05日(土) 労働相談（支部事務所）13：00～

09日(水) 第4回執行委員会（支部事務所）19：00～

12日(土) 労働相談（支部事務所）13：00～

17日(木) 川崎労組懇談会（川崎地域労組）13：30～

19日(土) 未組織宣伝(登戸駅)10:00～11:00／労働相談（支部事務所）13：00～

20日(日) 川崎労連定期大会(教育文化会館)13:30～代議員2名

23日(水) 第5回執行委員会（支部事務所）19：00～


